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READY, SET, GO...
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡⼤を抑え、命を救う
ために導⼊される新たなワクチンや治療法、検査法などの効果を最⼤に
するには、それを受け⼊れるコミュニティがそうした医療ツールを適切
に理解し、積極的に関与できるかどうかが⾮常に重要になります。
新しい医療ツールの導⼊において、計画から供給、評価の全体の流れにおいてコミュニティを積極的
に巻き込むことで、こうした医療ツールを使いたいと思う⼈が増え、広範囲にわたる効果的な利⽤が
促進されます。

コミュニティのエンパワーメントは抽象的な考え⽅ではなく、⼈々を確実に巻き込んで新たな医療
ツールを⽀持するように促していくための具体的かつ測定可能な⽅法があります。各ツールによって
情報伝達のニーズが少しずつ異なる場合もありますが、そうしたツールを安全に、計画通りに進めて
いくための原則は変わりません。

以下に紹介する１０のステップは、リスク・コミュニケーションとコミュニティ・エンゲージメ
ント（RCCE）の原則としてその効果が⽰され、確⽴されています。このステップを踏むことで、
新たなワクチンや治療法、検査法を普及させていく上でコミュニティを中⼼に据え、⼈々の⾏動
を決める重要な要素である信頼を得るのに役⽴ちます。
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コミュニティについて
コミュニティとともに
意思決定を⾏う
⼈々は意思決定に参加していると、より⾏動を起こしやすくなります。計画の初期段
階からコミュニティに積極的に参加と協⼒を呼びかけ、⼈々をエンパワーしていきま
しょう。また、その際に取り残されるグループがないようにしましょう。

→ コミュニティと積極的に話し合い、社会⽂化的
な⽂脈や権⼒構造を理解して、コミュニティ内
のネットワークや影響⼒のある⼈を把握する。

→ どのような関わり⽅が安全かつ実⾏可能で、受
け⼊れられやすいかを特定する。

STEP

1
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さまざまな形のつながりにより
信頼を維持・強化する
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STEP

2
可能な限り幅広いステークホルダーとともに⾏動をとっていきましょう。

社会全体でのアプローチが最も効果的です。また、コミュニティの中で

信頼が醸成されると⽬標達成に向けた結束⼒が⾼まります。保健医療や

サービスを提供するうえでは⽋かせません。

→ RCCEを始動・強化し、既存の保健・対応システムを活⽤し
て、あらゆるレベルで医療システム準備を⽀援する。市⺠社

会の代表や不利な⽴場におかれたグループの代表が参加する
ように調整する。また予防接種に関する諮問委員会など、各

種諮問委員会と連携する

→ インフルエンサーや関係者による、独⽴した全国的な「アラ

イアンス」を⽴ち上げ・強化し、うわさや誤情報に対して注
意喚起を⾏っていき、ワクチンや健康に関するリテラシーを

⾼める。



発信者となることよりも
聞き⼿になることに重きを置く

5

STEP

3
コミュニティからの意⾒やフィードバックを定期的に聞き対応しま
しょう。コミュニティと保健医療・公衆衛⽣当局との信頼関係の構築
につながります。

→ コミュニティがフィードバックを提供できる仕組みをつくっ
て説明責任を促進し、コミュニティの間で持たれている信仰
や疑問、懸念、提案が確実に聞かれるようにする。

→ 効果的で柔軟、安全かつ個⼈情報が守られる⽅法で、COVID-
19対策の継続的な適応を導く。



意思決定や計画の軌道修正に
データを活⽤する
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STEP

4
社会的データは、コミュニティの中で不⾜している知識や認識、態度に
関する重要な視点を提供します。特定の⾏動や態度を引き起こす原因を
理解することは、⼈々が公衆衛⽣・社会的措置を実践したり実践しな
かったりする理由を理解するためにも重要です。⼈間の態度や⾏動のよ
うに複雑なものを理解するには、データソースの組み合わせが最適です。

→ コミュニティ内の知識のギャップや認識、態度を最もよく理解
するために、コミュニティからのフィードバック、ソーシャ
ル・リスニング、投票、アンケート結果などのデータを含める。

→ この知⾒を活⽤して、すべてのレベルでの意思決定に役⽴てる。



コミュニティを巻き込んで
計画を⽴てる
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STEP

5
計画段階からコミュニティを巻き込めば、サービスの改善、公平性
の確保、障壁を取り除くことにつながります。これは特にワクチン、
治療法、検査法などの新たな医療ツールやサービスを導⼊する際に
重要となります。

→ 解決策の共同⽴案にコミュニティを巻き込む。

→ RCCEに関するアクションプランの作成、定期的な⾒直しや
改定のためにソーシャルデータ分析を活⽤する。

→ 計画の⼀環としてクライシス・コミュニケーション準備計画
を作成する。



コミュニティに成果を
測定してもらう
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STEP

6
モニタリングと評価へのコミュニティの幅広い参加は、プログラムの
持続可能性を⽀え、共同の説明責任や資源の有効活⽤を促進させます。

→ モニタリング⼿法の決定とその評価にコミュニティの参加
を促す。幅広いコミュニティの理解と新規介⼊策への責任
を向上させるため、モニタリング、報告、共同説明責任の
取り組みに市⺠社会やコミュニティを巻き込む。



より多くのRCCE専⾨家を
雇⽤しエンパワーメントする
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STEP

7
リスクコミュニケーションとコミュニティーエンゲージメント (RCCE)
は、コミュニティと医療サービスを繋ぐ重要な役割を果たします。

RCCEの専⾨家は、政府が確かな情報に基づいた意思決定を下すための
⽀援を⾏います。

→ RCCEの専⾨家を必要としている分野や場所を⼊念に
調査し、⼈員の補充を⾏う。

→ パートナーらとの連携においてRCCEの担当者が権限
を持てるようにリーダーシップを確⽴させる。

→ RCCEのための標準作業⼿順書を作成し、⽇々の調整
と品質保証に活⽤する。



COVID-19の先を⾒据えた
能⼒強化とスキル開発を⾏う
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STEP

8
地域の医療従事者を訓練することで、地域の問題を地域で解決するこ
とができます。⻑期的な持続可能性のために、こうした訓練の機会に
エッセンシャルワーカーやボランティア、コミュニティのリーダー、
市⺠団体、宗教組織、そして⼥性や若者などの社会的に不利な⽴場に
あるグループが参加できるようにしましょう。

→ 効果を最⼤化するために、コミュニティの中で活発に活
動する⼈々やネットワークが相互に継続的にサポートし
合える仕組みをつくる。



インフォデミックを管理する
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STEP

9
インフォデミックとは、SNSやメディアからの情報の氾濫により、正しい
情報と誤った情報の取捨選択が困難になり、適切な根拠に基づいた意思決
定が⾏えなくなる状況を指します。特に今回のCOVID-19のパンデミック
（世界的流⾏）において、インフォデミックは命に関わる重⼤な問題と
なっています。

→ 信頼できる情報源にアクセスできるようにし、
誤情報やうわさに対して効果的に対応できる仕
組みを作る。

→ 誤情報やうわさのインフォデミックは感染症の
流⾏と同じくらい危険であることを理解し、全
国的に事実関係の検証（ファクトチェック）や
うわさの拡散を監視する態勢を強化する。



コミュニティと⾜並みを
そろえて計画を進めていく
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STEP

10
地域において信頼されているメディアまたは情報供給者と協⼒し、双⽅向
で継続した情報発信を進めていくことで、コミュニティ内で新たな医療技
術に対する前向きな認識が強化され、⼈々の積極的な⾏動を促進できます。

→ コミュニティにおける優先的なコミュニケー
ションの⼿段を早急に確⽴する。

→ 可能であれば、科学と健康に関するメッセージ
をコミュニティの現状に沿うかたちで発信する。
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新型コロナウイルス感染症予防策
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